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猛
暑
、
残
暑
も
い
つ
の
日
か
過
ぎ
、

肌
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。▼
今
年

度
は
、
和
木
町
制
施
行
50
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。▼
50
年
前
、
私
は

小
学
校
6
年
生
で
し
た
。
村
か
ら
町
に

変
わ
り
、
都
会
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う

思
い
を
抱
く
と
共
に
、
住
所
の
書
き
間

違
い
に
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。▼
さ
て
、
瀬
田
口
大
谷
線
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
引
換
え
工
事
、
役

場
庁
舎
へ
の
手
す
り
取
付
け
工
事
、
関

ケ
浜
１
丁
目
地
区
の
下
水
道
の
逆
流
防

止
工
事
。
こ
れ
ら
は
、
町
民
の
皆
様
が

議
員
に
届
け
て
下
さ
っ
た
要
望
を
、
議

会
か
ら
町
行
政
に
伝
え
、
叶
っ
た
事
業

で
す
。
特
に
関
ヶ
浜
の
下
水
道
問
題
は
、

長
年
悩
ま
れ
て
き
た
問
題
を
解
決
す
る

に
至
る
大
き
な
一
歩
で
し
た
。▼
町
民

の
皆
様
の
声
を
聴
き
、
行
政
に
届
け
る

こ
と
は
、議
員
の
大
き
な
使
命
で
あ
り
、

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

議
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
和
木
地
区
も
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
明
本  

光
弘
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二    中村  充子
明本  光弘    三分一  淳

広 報 部

発行責任者

①勝敗に大きく影響する係なので、責任が
あり大変でした。
②初めての係活動でしたが、皆でまとまっ
てできたので良かったです。

下
水
道
の
緊
急
手
当
て
に
3600万

円
一
般
質
問

町
の
貯
金
が
17億

5900万
円
に

瀬
田
地
区
で
町
づ
く
り
懇
談
会

関
ヶ
浜
地
区
で
の
要
望
へ
回
答

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
だ
よ
り

2023. 11. １
第

133
号

君
た
ち
は

　
　
ど
う
渡
る
か

君
た
ち
は

　
　
ど
う
渡
る
か

中
学
校
体
育
祭

①担当して大変だったところは？
②全体的な感想は

中学校体育祭を終えて

冨岡  海有さん
　　　（記録係・３年生）

竹内  美仁依さん
　　　（執行部・３年生）

①判定の仕事は得点に繋がるので、日差しが強い
中、グラウンドに出ても、一つ一つのことに集
中しながら係をすることです。
②皆一生懸命にそれぞれの仕事をしていたので、
体育祭をとてもいい雰囲気にできたと思います。

①自分の動きだけを考えてしまうと全体の動きが分からな
いので、自分のことをしながら、全体のことも考えるの
が大変でした。
②練習中には大変なことが多かったですが、本番では、全
員で練習の成果を出すことができたのでとてもやりがい
がありました。

茶屋  穂乃香さん
　　　（応援団・３年生）
①何もない状態から演舞を考え、
全体をまとめることです。
②練習を重ねるにつれて演舞の
レベルが上がっていき、完成
度が高くなりました。

神田  千亜希さん
　　　（放送係・３年生）

①放送係には初心者もおり、機材の使い方を
教えたり、発音の仕方、話すスピードなど
のアドバイスを伝えたりしたことです。
②放送で体育祭を盛り上げることができて良
かったです。

齋藤  啓太さん
　　　（準備係・3年生）

①準備物の細かな配置場所を覚える
のが予想以上に大変でした。
②皆よくテキパキと動いてくれて素
早くできていたと思います。

桑原  仁さん
　　　（招集係・３年生）

①体育祭を予定通り進めるために、
次の競技に出る人を早く集めて静
かに待って貰うことです。
②早く集まってくれました。静かに
してくれるように呼びかけました。

齋藤  大介さん
　　　（会場係・3年生）
①皆で協力してテントを組み立て
たり、運んだりすることや、皆
をまとめることが大変でした。
②皆で建てたテントが使われてい
て達成感がありました。

灰岡  美咲さん
　　　（演技係・3年生）
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22

議会棟西側のスロープ

＊
庁
舎
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

95
万
円

＊
委
託
保
育
事
業

　
　
　
　
　

２
７
０
万
円

＊
道
路
改
良
工
事

　
　
　
　

２
２
４
７
万
円

＊
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　

３
６
０
０
万
円

９月定例会

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
、
同
意
一
件
、
諮
問
一
件
な
ど
、
多
数
の
議
案
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
関
ヶ
浜
地
区
で
の
下
水
道
か
ら
住
宅
へ
の
逆
流
に
対

し
て
、
緊
急
手
当
と
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
９
軒
分
3
6
0
0
万
円
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
様
々
な
問
題
を
議
論
し
ま
し
た
。

関
ヶ
浜
で
発
生
し
た
下
水
道
か
ら
の
逆
流
に
対
す
る
緊
急
対
策

と
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
９
軒
分

　
８
月
４
日
に
臨
時
議
会

が
開
催
さ
れ
、
3
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

●
法
人
税
還
付
金
１
億
４

７
０
万
円

※
本
町
に
事
業
所
の
あ
る

法
人
が
昨
年
度
中
の
中

間
申
告
で
前
も
っ
て
納

め
た
税
が
、
今
年
度
の

確
定
申
告
の
結
果
で
還

付
さ
れ
る
金
額
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
セ
ン
タ
ー
内

の
消
火
ポ
ン
プ
の
設
備

更
新
工
事
５
６
４
万
円

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
外
壁
改
修
工
事

8
7
1
2
万
円

※
財
源
は
米
空
母
艦
載
機

部
隊
配
備
特
別
交
付
金
。

　
議
会
は
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

■
臨
時
議
会

　

歳
入
は
、
令
和
4
年
度
確

定
で
個
人
住
民
税
1
2
0
0
万

円
、
普
通
交
付
税
5
3
4
5

万
円
が
増
加
し
、
繰
越
金
が

2
億
4
8
8
5
万
円
と
な
り

財
政
調
整
基
金
へ
1
億

3
4
4
1
万
円
積
み
た
て
ま

し
た
。
歳
出
で
は
、
関
ヶ
浜

地
区
で
の
下
水
問
題
に

3
6
0
0
万
円
、
町
道
改
良

工
事
に
2
2
4
7
万
円
、
河

川
整
備
に
1
2
0
万
円
、
文

化
会
館
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替

え
に
1
6
5
万
円
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
ヶ
浜
地
区
で
の
下

水
道
要
望
に
応
え
て
の

事
業
だ
が
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。（
上
田
議
員
）

　

下
水
道
に
雨
水
の
浸

入
が
あ
り
、
ト
イ
レ

な
ど
に
支
障
が
発
生
し
た

9
軒
分
の
世
帯
に
対
し
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
を
設

置
す
る
事
業
。

　
庁
舎
の
屋
外
手
す
り

の
設
置
場
所
に
つ
い
て

伺
う
。（
灰
岡
議
員
）

　

庁
舎
県
道
側
の
ス
ロ

ー
プ
２
ヶ
所
、
中
庭
の

真
ん
中
か
ら
自
動
ド
ア
前
の

傾
斜
部
分
、
議
会
棟
西
側
の

ス
ロ
ー
プ
及
び
階
段
に
設
置

す
る
。　

幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

施
設
型
給
付
費
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。（
上
田
議
員
）

　

新
た
に
３
名
の
児
童

が
町
外
へ
の
委
託
保
育

が
必
要
に
な
っ
た
。

　

道
路
改
良
事
業
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

町
道
宮
の
下
沖
新
開

線
転
落
防
止
柵
塗
装
工

事
（
延
長
４
７
０
ｍ
の
塗
装

工
事
）、
町
道
与
三
野
地
大
毛

保
線
転
落
防
止
柵
改
良
工
事

（
延
長
90
ｍ
の
取
替
工
事
）、

町
道
駒
ヶ
迫
鍛
冶
屋
作
り
線

整
備
工
事
（
延
長
９
０
０
ｍ
の

危
険
な
立
木
の
伐
採
事
業
）

の
３
事
業
。

答

答

答答

問問

問問

補
正
予
算

９月定例会

下
水
道
の
緊
急
手
当
て
に
３
６
０
０
万
円
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上
関
町
の
使
用

済
み
核
燃
料
の
中

間
貯
蔵
施
設
建
設
調
査
容

認
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

　

私
も
連
日
報
道

さ
れ
て
い
る
こ
の

件
に
つ
い
て
は
、
同
じ
町

政
を
預
か
る
町
長
と
し
て

注
意
深
く
見
て
い
る
。
報

道
発
表
以
外
の
情
報
は
持

ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。

　

和
木
町
は
上
関
町
の
周

辺
自
治
体
で
も
な
く
、
建

設
調
査
エ
リ
ア
か
ら
約
50

㎞
で
、
40
㎞
圏
内
で
も
な

い
。
現
在
の
と
こ
ろ
和
木

町
に
直
接
的
な
影
響
が
出

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

上
関
町
の
町
長
の
ご
決
断

に
、
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
こ
れ
か
ら
も
、
周

辺
自
治
体
、
及
び
県
国
の

動
向
を
含
め
、
注
視
し
て

行
き
た
い
。

　

今
後
、
和
木
町
に
と
っ

て
も
影
響
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
な
っ
た
場
合
に

は
迅
速
に
対
応
し
て
行
き

た
い
。

　
産
後
ケ
ア
は
各

自
治
体
の
工
夫
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
和
木

町
は
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ

れ
る
の
か
。

　

保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
保
健

師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関

す
る
様
々
な
相
談
に
対
応

し
、
地
域
の
保
健
医
療
福

祉
の
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
な
ど
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

一
体
的
に
提
供
し
て
い

る
。
妊
娠
期
か
ら
出
産
や

育
児
等
に
不
安
を
抱
え
る

母
親
へ
の
支
援
と
し
て
、

保
健
師
が
妊
娠
届
や
ア
ン

ケ
ー
ト
、
産
婦
健
診
票
を
用

い
て
状
況
を
把
握
し
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
に
繋
ぐ
よ
う
今
後

も
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問

質
問

＊
産
後
ケ
ア
の
状
況
は

自治体の工夫が
求められている
産後ケア　　　

町
長

　
雨
天
時
に
児
童

が
傘
を
さ
し
て
通

学
し
て
い
る
。
背
中
に
ラ
ン

ド
セ
ル
を
背
負
い
、
手
に
は

荷
物
を
持
ち
、
傘
を
さ
し
両

手
が
塞
が
り
、転
倒
し
た
際
、

危
険
な
状
態
で
レ
イ
ン
コ
ー

ト
な
ど
の
選
択
肢
は
で
き
な

い
か
。　

レ
イ
ン
コ
ー
ト

な
ど
の
着
用
を
禁

止
し
た
こ
と
は
な
く
、
天
候

に
合
わ
せ
て
着
用
し
て
い
る

児
童
も
数
名
い
て
、各
児
童
、

保
護
者
の
判
断
に
委
ね
て
い

る
。

　

現
在
の
小
学
校

は
、
傘
を
置
く
ス

ペ
ー
ス
は
あ
る
が
、
レ
イ
ン

コ
ー
ト
な
ど
を
掛
け
る
ラ
ッ

ク
や
ス
ペ
ー
ス
は
な
く
、
今

後
設
置
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。

　

レ
イ
ン
コ
ー
ト

な
ど
は
玄
関
で
脱

い
だ
後
、
水
滴
を
払
い
、
各

学
年
の
普
通
教
室
の
と
な
り

に
余
裕
教
室
が
あ
り
、
そ
こ

を
利
用
し
乾
か
し
て
い
る
の

で
設
置
の
検
討
は
し
な
い
。

　

雨
天
時
に
傘
を

さ
し
て
自
転
車
を

片
手
運
転
し
た
り
、
自
転
車

で
右
側
を
通
行
す
る
の
を
見

か
け
る
が
、
ど
の
よ
う
に
指

導
し
て
い
る
の
か
。

　

自
転
車
の
通
行

方
法
は
、
道
路
交

通
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

私
も
「
自
転
車
は
左
側
を
通

行
し
ま
し
ょ
う
」
と
声
掛
け

を
し
て
注
意
喚
起
し
て
い

る
。
学
校
で
も
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
特
別
活
動
の
時
間
に
繰

り
返
し
指
導
し
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

＊
児
童
、
生
徒
の

　
交
通
指
導
は

保
健
福
祉

課
　
　
長

Q　上関町の使用済み核燃料の
　中間貯蔵施設への考えは

A和木町に直接的な影響が出るとは考えていない町長

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　雨天時にレインコートなどの
　着用を

A児童、保護者などの判断に委ねる教育長

嘉屋 富公 議員
かや　とみひろ
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聴
覚
に
支
障
が

あ
る
と
社
会
生
活

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、
学
業
、
就
労
ま
た
高

齢
者
の
認
知
症
予
防
の
観

点
か
ら
も
軽
度
、
中
等
度

難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
の
補
助
の
対
象
を
全

て
の
年
齢
に
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

　

財
源
的
に
厳
し

い
こ
と
や
、
正
当

性
の
担
保
の
た
め
に
、
補

装
具
の
支
給
制
度
に
な
ら

い
医
師
の
選
定
及
び
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
補
聴
器

補
助
の
必
要
性
は
、
今
後

さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
近
隣
市
町
や
国
、
県

と
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
事
業
展
開
の
可
否
を

検
討
し
て
い
く
。

　
町
で
行
っ
て
い

る
健
診
で
難
聴
検

査
の
実
施
は
で
き
な
い
か
。

　

町
で
実
施
す
る

予
定
は
な
い
。
医

療
機
関
で
受
診
す
る
な
ど

個
人
で
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。　

新
生
児
へ
の
子

育
て
支
援
と
し
て
、

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の

助
成
を
検
討
で
き
な
い

か
。
　

近
隣
市
町
の
動

向
を
見
つ
つ
、
総

合
的
な
子
ど
も
子
育
て
施

策
を
考
え
る
中
で
、
検
討

し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

＊
難
聴
検
査
実
施
は

＊
新
生
児
聴
覚
検
査

　
費
用
の
補
助
金
は

課
長

課
長

コミュニケーションを
取りやすくなる補聴器

課
長

　
基
本
構
想
の
進

捗
状
況
と
内
容
を

伺
う
。　

基
本
方
針
を
「
わ

き
っ
こ
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
、
安
心
・

安
全
な
給
食
の
提
供
と
持
続

可
能
な
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
」
こ
と
と
定
め
た
。

　

現
状
規
模
の
9
0
0
食
を

提
供
し
、
ド
ラ
イ
方
式
を
採

用
、
必
要
敷
地
面
積
２
千
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
て
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
と
す

る
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー

は
何
年
計
画
で
取

り
組
む
の
か
。

　

7
年
計
画
で
、
令

和
6
年
度
は
整
備

基
本
計
画
の
策
定
、
7
年
度

に
整
備
基
本
計
画
の
公
表
及

び
建
設
場
所
の
公
表
、
9
年

度
は
建
設
工
事
に
着
手
し
、

10
年
度
に
新
給
食
セ
ン
タ
ー

竣
工
、
供
用
開
始
の
予
定
。

　
運
営
方
法
は
決

ま
っ
た
の
か
。

　

公
設
民
営
、
公

設
公
営
方
式
な
ど

他
の
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
最
善
の
方
法
を

検
討
す
る
。

　

平
成
26
年
に
作

成
さ
れ
た
庁
舎
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
は
な
ぜ
実

行
さ
れ
な
か
っ
た
か
。

　

　

7
億
円
を
超
え

る
試
算
だ
っ
た
た

め
、
計
画
全
体
と
し
て
の
事

業
着
手
を
見
送
っ
た
。

　
庁
舎
の
建
て
替

え
は
考
え
て
い
る

の
か
。　

随
分
と
多
額
な

も
の
に
な
り
、
課

題
と
し
て
ま
ず
は
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
事
業
に
取

り
組
む
た
め
、
現
在
は
考
え

て
い
な
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

建て替えが待たれる給食センター

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

企
画
総
務

課
　
　
長

町
長

＊
庁
舎
の
改
修
、

　
　
　
　
建
て
替
え
は

Q　補聴器購入の補助金を
　全ての年齢に

A国、県の動向を注視し、可否を検討していく保健福祉課長

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

Q　給食センターの基本構想は
　できたのか

A本年8月策定した教育委員会事務局長

森脇 明美 議員
もりわき あけみ
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一般質問



　
和
木
町
の
各
住

宅
団
地
は
ど
の
よ

う
に
、
な
っ
て
い
る
か
。

　

現
在
10
団
地
３
２

９
戸
の
町
営
住
宅

を
管
理
し
て
い
る
。
昨
年
度

改
定
し
た
和
木
町
町
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
て

住
宅
の
整
備
及
び
維
持
管
理

し
て
い
く
。

　
新
し
い
緑
ヶ
丘
は

ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
　

３
棟
あ
り
、
現
在

１
戸
空
き
住
宅
が

あ
る
。

　
瀬
田
の
旭
ヶ
丘
団

地
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

　

27
戸
あ
り
、
現
在

入
居
戸
数
は
８
戸

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
団
地

は
老
朽
化
し
て
お
り
、
入
居

者
募
集
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
瀬
田
坂
根
団
地
は
。

　

坂
根
団
地
は
36

戸
あ
り
、
現
在
32

戸
入
居
し
て
い
る
。
現
在
随

時
募
集
中
で
あ
る
。

　
坂
根
団
地
は
何

年
経
っ
て
い
る
か
。

　

第
１
棟
は
築
後

34
年
、
第
２
、
３
棟

は
32
年
経
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
用
の
用

作
団
地
は
い
か
が

か
。
　

用
作
団
地
は
８
戸

あ
り
、空
き
は
な
い
。

入
居
者
基
準
に
つ
い
て
は
、

町
営
住
宅
入
居
資
格
を
有

し
、
か
つ
60
才
以
上
の
単
身

者
や
、
同
居
者
に
つ
い
て
は

60
才
以
上
の
配
偶
者
や
60
才

以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

　
和
木
１
丁
目
の

宮
の
下
団
地
は
。

　

入
居
者
戸
数
は

３
戸
と
な
っ
て
い

る
が
、募
集
は
し
て
い
な
い
。

　
山
の
手
団
地
は
。

　

全
戸
数
は
５
棟

63
戸
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
空
き
戸
数
は
な
い

の
で
、
募
集
は
行
な
っ
て
い

な
い
。
町
営
住
宅
の
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
整
備
、

改
修
を
行
っ
て
い
く
。

　
和
木
２
丁
目
の

団
地
は
。

　

和
木
中
央
第
１

団
地
は
８
戸
あ
り
、

２
戸
入
居
し
て
い
る
。
中
央

第
２
団
地
は
12
戸
あ
り
、
５

戸
入
居
と
な
っ
て
い
る
。
両

団
地
と
も
耐
震
性
に
問
題
あ

り
募
集
を
行
っ
て
い
な
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

課
長

質
問

質
問

課
長

課
長

質
問

質
問

課
長

　
前
回
の
質
問
時

に
、
跡
地
利
用
に

関
す
る
P
R
E
（
公
的
不
動

産
）
検
討
委
員
会
が
6
回
開

催
さ
れ
た
と
聞
い
た
。
そ
の

後
の
開
催
状
況
を
聞
く
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
り
、
令
和
3
年
2

月
以
降
休
止
し
て
い
る
。
同

様
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
活
動
及
び
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
調
査
も
実
施
し
て
い
な

い
。

　

し
か
し
、
休
止
期
間
中
も

情
報
収
集
は
続
け
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
情

報
収
集
か
。

　

ウ
エ
ル
ネ
ス

キ
ャ
ン
プ
事
業
の

報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
内
容
を
聞
く
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
子
ど
も
達
の

場
合
は
、
基
本
的
な
運
動
能

力
を
高
め
る
教
室
を
行
っ
た

り
、
一
般
の
場
合
は
、
健
康

の
維
持
、
増
進
な
ど
に
対
す

る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
実
施
す

る
と
い
う
も
の
。

　
跡
地
利
用
と
ウ

エ
ル
ネ
ス
キ
ャ
ン

プ
は
ど
う
結
び
つ
く
の
か
。

　

旧
幼
稚
園
の
跡

地
を
利
用
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
運
動
教
室
を
行

う
施
設
が
で
き
な
い
か
と
い

う
民
間
か
ら
の
提
案
を
受
け

た
も
の
。　

コ
ロ
ナ
が
こ
の

春
5
類
感
染
症
と

な
り
、
い
よ
い
よ
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
時
期
に
入
っ
た
。

跡
地
利
用
に
対
す
る
町
長
の

考
え
を
聞
く
。

　

日
々
変
わ
っ
て

い
く
社
会
情
勢
の

中
で
、
跡
地
利
用
の
優
先
順

位
は
高
く
な
い
。
経
費
や
固

定
資
産
税
が
か
か
る
わ
け
で

も
な
い
の
で
、
慎
重
に
考
え

て
い
き
た
い
。

　

た
だ
し
、
建
物
が
老
朽
化

し
保
育
所
も
ひ
ど
い
状
態
に

な
っ
て
い
る
の
で
早
急
に
手

を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

5 年間放置されている幼稚園

都
市
建
設

課
　
　
長

課
長

課
長

町
長

課
長

A長寿命計画に基づき整備改修を
行っていく

都市建設課長

Q　町営住宅の今後は
小林 秀嘉 議員
こばやし ひでよし

Q　幼稚園・保育所跡地の
　利用をどう考える 灰岡 裕美 議員

はいおか ひろみ

A優先順位は高くないので慎重に検討する町長

5
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自主財源

（
53.8％

）

様々なイベントが開催される文化会館

蜂ヶ峯公園ミニ SL整備
495 万円

公共施設の整備管理事業　1億 1625 万円

●中学校外壁調査・
　改修設計業務
　　　　　363万円

●コミュニティセンター外壁調査・
　改修設計業務　726万円

●文化会館空調制御装置更新工事設計業務　257万円
●文化会館照明設備改修工事　5280 万円
●文化会館空調設備改修工事　2079 万円

●コミュニティセンター空調機更新工事
　2420 万円

決算審議

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
委

託
料
が
予
算
よ
り
94
万
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　

利
用
回
数
が
予
定
よ
り

も
少
な
か
っ
た
か
ら
。
平

成
30
年
度
（
コ
ロ
ナ
前
）
年
間

1
0
8
件
、
令
和
4
年
度
年
間

42
件
。
　

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
補
助
金
56
万
円
に
お

け
る
現
在
の
設
置
数
と
目
標
数

は
。　

平
成
28
年
か
ら
令
和
５

年
９
月
11
日
現
在
ま
で

で
、
設
置
世
帯
数
は
69
世
帯
で

あ
る
。
令
和
４
年
12
月
の
段
階

で
目
標
の
60
世
帯
を
達
成
済
み
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の

新
た
な
返
礼
品
や
特
産
品

の
開
発
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

地
域
振
興
協
会
に
お
い

て
は
特
産
品
開
発
事
業
を

継
続
し
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
地
場
産
基
準
に
適
合
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
協
議
の

う
え
登
録
を
行
う
。

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
委
託
料
2
0
0
万
円

の
内
訳
は
。

　

令
和
4
年
11
月
15
日
か

ら
令
和
6
年
3
月
31
日
に

か
け
て
①
記
念
式
典
の
企
画
・

運
営
②
祝
賀
会
の
企
画
・
運
営

サ
ポ
ー
ト
③
記
念
事
業
実
施
計

画
の
策
定
④
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
実
施　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
か
ら
く
り
文
字
、
竹
あ
か

り
ア
ー
ト
⑤
記
念
グ
ッ
ズ
の
提

案
・
作
成
⑥
検
討
委
員
会
、

W
G
会
議
の
運
営
支
援
を
行
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
講
習
会
開
催
委
託
料
7

万
円
の
委
託
内
容
と
実
績
は
。

　

高
齢
者
を
対
象
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

な
ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
委
託

し
た
。
参
加
者
は
令
和
4
年
8

月
（
5
人
）、
10
月
（
5
人
）、

2
月
（
6
人
）
で
あ
っ
た
。

　

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
の
内
容
は
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
認

知
症
や
知
的
障
害
等
に
よ

り
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
な
い
方
に
つ
い
て
、
本

人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成

年
後
見
人
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制

度
。
和
木
町
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
成
年
後
見
制
度
の

申
立
て
手
続
き
や
書
類
の
作
成

方
法
な
ど
の
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
1
5
5
0
万
円
で
の
職

員
数
と
小
学
生
の
利
用
状
況
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
の
職
員
数
は
6
人
、
登

録
児
童
数
は
1
0
2
人
。
年
間

平
均
平
日
は
約
63
人
、
土
曜
日

は
約
７
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

和
木
町
子
育
て
給
付
金

事
業
1
2
0
2
万
円
の
内

容
と
利
用
人
数
は
。

　

こ
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍

で
物
価
高
騰
に
直
面
す
る

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
高
校
生
以
下
の
児
童
す
べ

て
に
所
得
制
限
な
し
で
一
律
1

万
円
を
支
給
し
た
も
の
。
利
用

人
数
は
6
3
0
世
帯
1
1
8
1

人
。　

山
林
意
向
調
査
と
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

の
計
画
は
。

　

意
向
調
査
の
結
果
「
管

理
を
委
託
し
た
い
」
と
の

意
向
の
あ
っ
た
山
林
に
つ
い
て

は
、
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
優
先
順
位
を
つ

け
森
林
整
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
く
予
定
。

　

本
基
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
度
以
降
の
森
林
整
備
に
備

え
、
毎
年
、
事
業
を
行
っ
た
余

剰
分
を
積
み
立
て
る
方
針
。

　

和
木
町
地
域
振
興
協
会

補
助
金
7
2
0
万
円
、
和

木
町
に
ぎ
わ
い
創
造
事
業
補
助

金
2
0
0
万
円
の
内
容
は
。

　

前
者
は
事
務
所
の
運
営

費
と
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

番
組
作
成
、
特
産
品
開
発
、
町

の
P
R
事
業
等
、
実
施
主
体
が

町
か
ら
地
域
振
興
協
会
へ
移
行

し
た
事
業
に
充
て
て
い
る
。
後

者
は
蜂
ヶ
峯
公
園
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
に
充
て
て
い
る
。

　

文
化
振
興
事
業
補
助
金

71
万
円
、
文
化
会
館
主
催

事
業
委
託
料
66
万
円
の
内
容

は
。　

前
者
は
、
K
I
D
S
芸

能
祭
（
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
）、
W
A
K
I
コ
ン
サ
ー
ト
、

町
美
展
。
後
者
は
お
ん
ぷ
ら
ん

と
＆
エ
デ
ュ
パ
ー
ク
（
大
道
芸
・

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
）。

Q

QQQ

Q

Q

QQ

QQQ A

AAA

A

AAA

AAA

依
存
財

源
（4
6.2
%）

歳 入
46億8628万円

44億1521万円
歳 出

諸
収
入
等 

繰越金 5.9%繰入金 1.3%使用料及び手数料 2.9%

国
・
県
支
出
金

18.3%地方交付税20.5%地方譲与税等
5.2% 町民税・固定資産税

軽自動車税・たばこ税 など

延滞金・貸付金の回収金・
ふるさと納税寄附金など

交通安全・和木駅管理・
コミュニティバス運行事
業など

基金から繰り入れるお金 前年度から繰り越したお金

町債 2.2%

使い道を特定して国・
県が支出する補助金など

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されるお金

国税として徴収し
一定基準により町
に譲与されるお金
など

借り入れするお金

消防費 3.7%
議会費 1.8%

衛生費 5.1%

総務費 29.7%

学校・文化会館・図書館・
公民館事業など

高齢者・児童・障がい者福祉事業、
こども園など

町が借り入れたお金の
返済

予防接種・健康増進、
ごみ処理事業など

道路・公園・住宅整備など

消防団活動、消防施設
整備など

土
木
費 9.4%

教
育
費 

12.3%

民
生
費 

25.5
%

その他 0.7%

公債費
11.8%

町税  36.0%

7.7％

住宅使用料・保育利用料など

令和４年度一般会計

歳入４６億８６２０万円 歳出４４億１５２０万円
財政調整基金（町の貯金）が３億５３００万円増で１７億５９００万円に
コロナ禍による各事業の減少で、前年度からの繰越金２億７８００万円。法人税の伸び３億７００万円
などが基金増の主要因。町の借金である地方債残高は、３億９２００万円減で５０億７２００万円となり、
将来負担比率※は前年度３２．７％から２．５％と良好になった。

※現在抱えている町の負債の大きさが、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指数。

米空母艦載機部隊整備特別交付金 ２億４９８０万円の主な使い道は
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自主財源

（
53.8％

）

様々なイベントが開催される文化会館

蜂ヶ峯公園ミニ SL整備
495 万円

公共施設の整備管理事業　1億 1625 万円

●中学校外壁調査・
　改修設計業務
　　　　　363万円

●コミュニティセンター外壁調査・
　改修設計業務　726万円

●文化会館空調制御装置更新工事設計業務　257万円
●文化会館照明設備改修工事　5280 万円
●文化会館空調設備改修工事　2079 万円

●コミュニティセンター空調機更新工事
　2420 万円

決算審議

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
委

託
料
が
予
算
よ
り
94
万
円

減
額
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　

利
用
回
数
が
予
定
よ
り

も
少
な
か
っ
た
か
ら
。
平

成
30
年
度
（
コ
ロ
ナ
前
）
年
間

1
0
8
件
、
令
和
4
年
度
年
間

42
件
。
　

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
補
助
金
56
万
円
に
お

け
る
現
在
の
設
置
数
と
目
標
数

は
。　

平
成
28
年
か
ら
令
和
５

年
９
月
11
日
現
在
ま
で

で
、
設
置
世
帯
数
は
69
世
帯
で

あ
る
。
令
和
４
年
12
月
の
段
階

で
目
標
の
60
世
帯
を
達
成
済
み
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の

新
た
な
返
礼
品
や
特
産
品

の
開
発
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

地
域
振
興
協
会
に
お
い

て
は
特
産
品
開
発
事
業
を

継
続
し
て
も
ら
い
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
地
場
産
基
準
に
適
合
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
協
議
の

う
え
登
録
を
行
う
。

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念

事
業
委
託
料
2
0
0
万
円

の
内
訳
は
。

　

令
和
4
年
11
月
15
日
か

ら
令
和
6
年
3
月
31
日
に

か
け
て
①
記
念
式
典
の
企
画
・

運
営
②
祝
賀
会
の
企
画
・
運
営

サ
ポ
ー
ト
③
記
念
事
業
実
施
計

画
の
策
定
④
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
実
施　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
、
か
ら
く
り
文
字
、
竹
あ
か

り
ア
ー
ト
⑤
記
念
グ
ッ
ズ
の
提

案
・
作
成
⑥
検
討
委
員
会
、

W
G
会
議
の
運
営
支
援
を
行
う
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
講
習
会
開
催
委
託
料
7

万
円
の
委
託
内
容
と
実
績
は
。

　

高
齢
者
を
対
象
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方

な
ど
に
つ
い
て
講
習
会
を
委
託

し
た
。
参
加
者
は
令
和
4
年
8

月
（
5
人
）、
10
月
（
5
人
）、

2
月
（
6
人
）
で
あ
っ
た
。

　

成
年
後
見
制
度
利
用
支

援
事
業
の
内
容
は
。

　

成
年
後
見
制
度
と
は
認

知
症
や
知
的
障
害
等
に
よ

り
、
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が

十
分
で
な
い
方
に
つ
い
て
、
本

人
の
権
利
を
守
る
援
助
者
（
成

年
後
見
人
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、

本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制

度
。
和
木
町
成
年
後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
成
年
後
見
制
度
の

申
立
て
手
続
き
や
書
類
の
作
成

方
法
な
ど
の
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
1
5
5
0
万
円
で
の
職

員
数
と
小
学
生
の
利
用
状
況
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
の
職
員
数
は
6
人
、
登

録
児
童
数
は
1
0
2
人
。
年
間

平
均
平
日
は
約
63
人
、
土
曜
日

は
約
７
人
が
利
用
し
て
い
る
。

　

和
木
町
子
育
て
給
付
金

事
業
1
2
0
2
万
円
の
内

容
と
利
用
人
数
は
。

　

こ
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍

で
物
価
高
騰
に
直
面
す
る

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た

め
、
高
校
生
以
下
の
児
童
す
べ

て
に
所
得
制
限
な
し
で
一
律
1

万
円
を
支
給
し
た
も
の
。
利
用

人
数
は
6
3
0
世
帯
1
1
8
1

人
。　

山
林
意
向
調
査
と
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
積
立
金

の
計
画
は
。

　

意
向
調
査
の
結
果
「
管

理
を
委
託
し
た
い
」
と
の

意
向
の
あ
っ
た
山
林
に
つ
い
て

は
、
詳
細
調
査
を
実
施
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
優
先
順
位
を
つ

け
森
林
整
備
に
取
り
掛
か
っ
て

い
く
予
定
。

　

本
基
金
に
つ
い
て
は
、
令
和

７
年
度
以
降
の
森
林
整
備
に
備

え
、
毎
年
、
事
業
を
行
っ
た
余

剰
分
を
積
み
立
て
る
方
針
。

　

和
木
町
地
域
振
興
協
会

補
助
金
7
2
0
万
円
、
和

木
町
に
ぎ
わ
い
創
造
事
業
補
助

金
2
0
0
万
円
の
内
容
は
。

　

前
者
は
事
務
所
の
運
営

費
と
和
木
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

番
組
作
成
、
特
産
品
開
発
、
町

の
P
R
事
業
等
、
実
施
主
体
が

町
か
ら
地
域
振
興
協
会
へ
移
行

し
た
事
業
に
充
て
て
い
る
。
後

者
は
蜂
ヶ
峯
公
園
で
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
に
充
て
て
い
る
。

　

文
化
振
興
事
業
補
助
金

71
万
円
、
文
化
会
館
主
催

事
業
委
託
料
66
万
円
の
内
容

は
。　

前
者
は
、
K
I
D
S
芸

能
祭
（
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
）、
W
A
K
I
コ
ン
サ
ー
ト
、

町
美
展
。
後
者
は
お
ん
ぷ
ら
ん

と
＆
エ
デ
ュ
パ
ー
ク
（
大
道
芸
・

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
）。

Q

QQQ

Q

Q

QQ

QQQ A

AAA

A

AAA

AAA

依
存
財

源
（4
6.2
%）

歳 入
46億8628万円

44億1521万円
歳 出

諸
収
入
等 

繰越金 5.9%繰入金 1.3%使用料及び手数料 2.9%

国
・
県
支
出
金

18.3%地方交付税20.5%地方譲与税等
5.2% 町民税・固定資産税

軽自動車税・たばこ税 など

延滞金・貸付金の回収金・
ふるさと納税寄附金など

交通安全・和木駅管理・
コミュニティバス運行事
業など

基金から繰り入れるお金 前年度から繰り越したお金

町債 2.2%

使い道を特定して国・
県が支出する補助金など

自治体の財政力格差を
調整するために、国か
ら交付されるお金

国税として徴収し
一定基準により町
に譲与されるお金
など

借り入れするお金

消防費 3.7%
議会費 1.8%

衛生費 5.1%

総務費 29.7%

学校・文化会館・図書館・
公民館事業など

高齢者・児童・障がい者福祉事業、
こども園など

町が借り入れたお金の
返済

予防接種・健康増進、
ごみ処理事業など

道路・公園・住宅整備など

消防団活動、消防施設
整備など

土
木
費 9.4%

教
育
費 

12.3%

民
生
費 

25.5
%

その他 0.7%

公債費
11.8%

町税  36.0%

7.7％

住宅使用料・保育利用料など

令和４年度一般会計

歳入４６億８６２０万円 歳出４４億１５２０万円
財政調整基金（町の貯金）が３億５３００万円増で１７億５９００万円に
コロナ禍による各事業の減少で、前年度からの繰越金２億７８００万円。法人税の伸び３億７００万円
などが基金増の主要因。町の借金である地方債残高は、３億９２００万円減で５０億７２００万円となり、
将来負担比率※は前年度３２．７％から２．５％と良好になった。

※現在抱えている町の負債の大きさが、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指数。

米空母艦載機部隊整備特別交付金 ２億４９８０万円の主な使い道は
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①　町内のバス停に日よけと椅子の設置をして欲しい。
②　瀬田地区で散歩するのにトイレが少ないので設置
をして欲しい。
③　坂根団地の公園と集会所に草が生えており整備を

お願いしたい。
④　あいあいバスの大和橋や図書館に停
留所を設置して、時刻表を貼って利用
しやすくして欲しい。
⑤　瀬田地区の最終便が無くなり学生が
困っているので、元の時間に戻してほ
しい。
⑥　高齢者が免許返納後に移動するため
の交通手段を充実して欲しい。
⑦　坂根川上流の堰堤の点検補修をして
欲しい。
⑧　猿、猪などが出現した時の対応方法
を教えて欲しい。
⑨　新人職員には町内を見て廻り歴史や
地域の状態を知って欲しい。
⑩　和木町の歴史を学校教育（小学校）
で教えて欲しい。

①　瀬田川の日本製紙側に護岸工事が進められてい
る。津波対策について自治会との話し合いができる
ようにして欲しい。
②　日本製紙倉庫横のふれあい通りの舗装整備を要望
する。
③　三分一源之丞碑は個人の所有だと聞いているが、
草木の管理を町でできないか。
④　瀬田口の下水道ポンプ場内が草木や落ち葉で汚れ
ている。公衆トイレもあるのできれいにして欲しい。
⑤　ＩＳＯ９００１は現在更新されているのか。品質
方針について意識、対応はどうなっているのか。
⑥　老人クラブへの入会者が減少している。5 年後に

は老人クラブの平均年齢が８５歳をこ
えるので活動が限定化されてしまう。
対策について伺う。
⑦　個人の清掃ボランティアに対して活
動中と分かるように帽子を配布できな
いか。
⑧　坂根児童公園と坂根団地公園に草が
生い茂っている。町が清掃してくれな
いか。
⑨　高齢者避難支援制度が始まったが、
避難対象者が年々増加している。年 1
回の対応では遅すぎないか。
⑩　わきあいあいバスの最終便が早く
なったが、生徒の利用も多いので元の
時刻に戻して欲しい。
⑪　蜂ヶ峯公園の見晴し台を山に戻すと
いうことだが、元のように整備して使
用させて欲しい。
⑫　庁舎、上下水道とも建設 50 年を迎
える。今後の財政運営をどう考えてい
るのか。
⑬　敬老金は廃止しても良いのではない
か。
⑭　蜂ヶ峯から和木地区へと通る災害道
路の建設はどうなっているのか。

瀬田地区の皆さま、ご参加いただきありがとうございました。
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議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会
～ 地域の課題が浮き彫りに ～

①　つつじヶ丘団地小学生のバス通学を登校時
にも利用できないか。
②　日本製紙の工場建物が老朽化しており、危
険性が高まっている。状況の確認をして欲しい。
③　瀬田線あいあいバスの最終便１９時台の復
活をして欲しい。
④　瀬田２丁目の竹林伐採後に植えたくぬ木が
葛のつたで覆われているので除去して欲しい。
⑤　ふれあい通り沿は雨量が多いと冠水する。
瀬田川の浚渫など対策をして欲しい。
⑥　蜂ヶ峯公園のキャンプ場の整備または利用
を考えて欲しい。

⑦　大和橋から町役場までの街路樹（ヤマモモ
の木）が枯れている。整備、植替をして欲しい。
⑧　蜂ヶ峯団地内の道路に雑草が茂り自治会だ
けでは対応できない。町で対応できないか。
⑨　瀬田地区の道路の痛みが激しいので、状況
確認と整備及び職員、議員の巡視をして欲し
い。
⑩　引き込み線の跡地利用の現在の状況と話し
合いの前進をお願いしたい。
⑪　和木町が合併しなかったことが良かったの
か検証しているのか伺う。
⑫　蜂ヶ峯公園Ｂee＋には子どもが遊べる遊具
が少ない。子育て世帯の意見を取り上げ充実
を図って欲しい。
⑬　日本製紙裏の道路が狭く救急車などが入れ
ない道路の拡張の検討ができないか。
⑭　瀬田地区の桜並木がツタで覆われている。
急斜面では雑木も多く整備を要望できないか。
⑮　坂根団地の公園の草刈が自治体では難し
い。子どもたちの遊び場所の確保のためにも
解決策の検討を要望する。
⑯　瀬田川にヌートリアが生息している。捕獲
機の設置をして欲しい。

公共交通や高齢化問題を中心に幅広い議論

　議会は町づくり懇談会を９月３０日（土）瀬田地区で開催しました。
　懇談会では、主に、公共交通のわきあいあいバス最終便について、高齢者避難につい
てなど、さまざまな要望や意見が出されました。今後、議会は問題を解決できるよう
取り組んで参ります。
　なお、次回は、１１月２５日（土）（予備日：１２月９日）に和木美術館で開催予定です。
※議会町づくり懇談会は、議会と住民が共に町づくりについて話し合い、地域の課題や問題点を一緒
に考えていく場です。

第1２回

瀬田地区で
開催
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体
育
セ
ン
タ
ー
の
卓
球
台
の
買

い
換
え
を
要
望
︒

　

来
年
度
に
数
台
の
買
い
換
え
を

予
算
要
求
す
る
︒

　

小
学
校
児
童
の
安
全
を
考
え
バ

ス
通
学
は
で
き
な
い
か
︒
県
道
の

交
通
量
の
多
さ
や
昨
今
の
猛
暑
を
考
え
る

と
安
全
と
言
え
な
い
︒

　

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
も
バ

ス
通
学
が
必
要
と
い
う
見
解
・
意

見
は
な
い
︒
登
下
校
は
学
校
管
理
下
で
︑

通
学
方
法
等
は
学
校
が
決
定
し
︑
ま
た
法

律
で
通
学
距
離
や
時
間
の
基
準
が
示
さ

れ
︑
該
当
し
な
い
︒

　

子
供
た
ち
の
ボ
ー
ル
遊
び
の
場

所
が
な
い
︒
緑
ヶ
丘
の
町
営
住
宅

地
付
近
に
確
保
で
き
な
い
か
︒

　

既
存
住
宅
の
入
居
者
が
全
て
転

出
後
に
解
体
を
予
定
し
て
い
る
が
︑

跡
地
利
用
の
計
画
は
現
在
な
い
︒
駐
車
場

や
緑
ヶ
丘
団
地
の
公
園
整
備
は
必
要
と
考

え
る
が
︑
ボ
ー
ル
遊
び
が
可
能
か
は
わ
か

ら
な
い
︒

　

災
害
発
生
の
恐
れ
が
あ
り
︑﹁
警

戒
レ
ベ
ル
3
高
齢
者
等
の
避
難
﹂

が
発
令
さ
れ
た
場
合
︑
早
朝
深
夜
に
関
わ

ら
ず
避
難
所
へ
の
送
迎
を
町
は
で
き
る
の

か
︒　

避
難
情
報
の
発
令
が
深
夜
に
及

ん
で
も
︑
避
難
支
援
の
要
請
が
あ

れ
ば
︑
公
用
車
に
よ
り
要
請
者
住
宅
か
ら

避
難
所
ま
で
送
迎
を
行
っ
て
い
る
︒

　

関
ヶ
浜
分
館
に
災
害
時
対
応
で

W
i-Fi

設
置
の
要
望
が
あ
る
︒現
在
︑

町
内
でW

i-Fi

の
利
用
で
き
る
施
設
は
ど

こ
か
︒　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
各
階

に
1
つ
︑
役
場
庁
舎
︑
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
︑
和
木
駅
︑
蜂
ヶ
峯
公
園
の
7

箇
所
︒
関
ヶ
浜
分
館
は
携
帯
電
話
の
通
信

エ
リ
ア
内
に
位
置
し
て
お
り
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
収
集
が
可
能
で
あ
り
︑

W
i-Fi

設
置
の
需
要
は
あ
っ
て
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
必
要
性
は
な
い
と
考

え
る
︒　

関
ヶ
浜
分
館
に
災
害
時
対
応
の

自
動
販
売
機
は
設
置
で
き
な
い
か
︒

現
在
︑
町
内
に
緊
急
時
の
支
援
販
売
機
は

あ
る
の
か
︒

　

支
援
販
売
機
は
庁
舎
内
や
蜂
ヶ

峯
公
園
な
ど
5
箇
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
︒
支
援
販
売
機
は
避
難
勧
告
や
避

難
指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
︑
町
と
会
社

の
協
議
で
飲
み
物
が
無
償
提
供
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
だ
が
︑
緊
急
時
に
は
分
館
の
水
道

や
町
か
ら
飲
料
水
の
供
給
が
な
さ
れ
る
︒

現
況
で
は
自
動
販
売
機
の
必
要
度
は
高
く

な
い
と
判
断
す
る
︒

　

関
ヶ
浜
地
区
の
今
後
を
見
据
え

た
地
域
の
活
性
化
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
︒

　

町
内
全
域
で
少
子
高
齢
化
と
地

域
の
過
疎
化
が
急
速
に
進
み
︑
集

落
機
能
の
存
続
と
地
域
活
力
の
低
下
が
危

惧
さ
れ
る
︒
高
齢
化
対
策
や
空
き
家
対
策

な
ど
︑
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
町
施
策
の

継
続
が
必
要
と
考
え
る
︒

交通量が増えた県道北中山岩国線

災害時支援自動販売機

損傷が激しい卓球台

＊
通
学
路
の
安
全
確
保

＊
子
供
た
ち
の
ボ
ー
ル
遊
び
の
場
を

＊
災
害
時
の
避
難
態
勢
／

W
i-Fi

設
置
／
自
動
販
売
機

＊
地
域
の
活
性
化
は

　

体
育
セ
ン
タ
ー
は
補
修
工
事
の

必
要
箇
所
が
多
い
が
︑
今
後
の
対

応
は
︒︵
上
田
委
員
︶

　

利
用
者
の
安
全
を
考
慮
し
︑
危

険
性
の
あ
る
箇
所
か
ら
修
繕
す
る
︒

改
修
又
は
建
替
え
は
財
源
問
題
な
ど
を
考

慮
し
︑
長
期
的
展
望
で
検
討
し
て
い
く
︒

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

関ヶ浜地区での要望 ・課題を審議する

総
務
文
教
常
任
委
員
会

そ
の
他
の
質
疑

　

分
館
裏
の
山
側
の
土
砂
が
排
水

溝
に
流
れ
込
む
︒

　

12
月
末
に
山
側
に
砂
止
め
を
施

し
︑
排
水
溝
内
に
排
水
設
備
を
設

け
る
︒
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自
治
会
は
年
2
回
の
一
斉
清
掃

時
に
︑
関
ヶ
浜
川
の
掃
除
を
行
っ

て
い
る
が
︑
川
に
降
り
る
階
段
が
少
な
く

増
や
し
て
欲
し
い
︒
ま
た
支
流
の
川
床
整

備
も
必
要
︒

　

階
段
設
置
は
県
岩
国
土
木
事
務

所
に
要
望
を
伝
達
︒
支
流
の
川
床

は
流
れ
を
阻
害
せ
ず
現
状
の
ま
ま
で
理
解

い
た
だ
き
た
い
︒

　

定
期
的
に
川
の

し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
工
事
が
で

き
な
い
か
︒

　

令
和
5
年
度
に
県
は
浚
渫
事
業

に
1
5
0
0
万
円
の
予
算
を
組
み

予
定
し
て
い
る
︒

　

町
内
の
一
時
停
止
﹁
止
ま
れ
﹂

の
路
面
表
示
が
消
え
か
か
り
︑
早

急
に
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
︒

　

公
安
委
員
会
に
対
応
を
要
望
す

る
︒

　

住
民
の
高
齢
化
が
進
み
︑
急
傾

斜
地
の
竹
や
雑
草
が
整
備
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
が
︑
急
傾
斜
地
は
ど
こ
が

管
理
し
整
備
す
る
の
か
︒

　

通
常
の
維
持
管
理
で
あ
る
伐
採

や
除
草
︑
水
路
清
掃
は
関
係
す
る

地
権
者
︑
住
民
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
︒
整
備
は
住
民
の
要
望
を
町
が
聞
き
︑

県
に
要
望
し
事
業
を
実
施
し
て
も
ら
う
︒

　

県
道
の
地
蔵
堂
か
ら
日
本
製
紙

付
近
に
か
け
木
々
が
覆
い
か
ぶ
さ

り
︑
横
断
歩
道
の
標
識
が
見
え
ず
︑
街
灯

も
暗
い
︒通
行
が
危
険
で
対
応
が
必
要
だ
︒

　

交
通
標
識
は
公
安
委
員
会
に
報

告
し
︑
木
々
の
整
備
は
山
口
県
に

対
応
を
要
望
す
る
︒

　

県
道
が
狭
く
な
り
大
型
車
が
多

く
危
険
で
︑
歩
道
の
縁
石
も
低
い
︒

拡
張
工
事
は
進
ん
で
い
る
の
か
︒

　

県
は
今
年
度
︑
道
路
改
良
事
業

と
し
て
用
地
測
量
︑
設
計
に
5
千

万
円
予
算
を
入
れ
て
い
る
︒

　

関
関
バ
イ
パ
ス
か
ら
両
国
橋
へ

の
道
が
狭
く
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
和
木

を
通
過
す
る
︒
両
国
橋
へ
の
道
路
改
良
は

で
き
る
の
か
︒

　

県
は
今
年
度
︑
道
路
改
良
事
業

と
し
て
︑
設
計
に
2
千
万
円
予
算

化
し
て
い
る
︒

　

関
ヶ
浜
地
区
で
は
空
き
家
が
目

立
ち
始
め
︑
そ
こ
に
鳥
獣
が
住
み

着
き
衛
生
面
で
問
題
だ
︒
防
災
面
で
も
地

域
住
民
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
︒

　

町
で
は
空
き
家
戸
数
や
空
き
家

率
を
把
握
し
て
お
ら
ず
︑
相
談
件

数
も
２
件
と
少
な
く
︑
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
登
録
も
な
い
︒
他
の
事
業
に
優
先
す

る
事
業
と
は
考
え
て
い
な
い
︒

　

空
き
家
の
解
体
費
用
や
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
助
成
な
ど
︑﹁
空

き
家
条
例
﹂
を
作
り
対
策
を
す
る
べ
き
で

は
︒　

町
は
現
時
点
で
は
条
例
化
の
必

要
も
︑
解
体
費
用
へ
の
町
単
独
で

の
補
助
金
も
考
え
て
い
な
い
︒

　

以
前
よ
り
問
題
と
な
っ
て
い
た

下
水
へ
の
雨
水
浸
入
問
題
だ
が
︑

経
緯
と
状
況
は
︒

　

平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
に
か

け
4
0
0
万
円
で
送
煙
調
査
・
カ

メ
ラ
調
査
を
実
施
し
︑
管
渠
及
び
マ
ン

ホ
ー
ル
と
の
継
ぎ
目
か
ら
雨
水
の
浸
入
が

判
明
︒
平
成
31
年
度
に
管
渠
更
生
工
事
を

2
千
万
円
で
実
施
︒

　

今
後
の
大
雨
の
対
策
は
︒

　

補
助
事
業
で
改
築
工
事
を
進
め

て
い
く
︒

雑草の整備がむずかしい急傾斜地

＊
関
ヶ
浜
川
の
整
備

＊
空
き
家
対
策
が
必
要
で
は

＊
急
傾
斜
地
の
整
備
管
理
が
困
難

＊
県
道
北
中
山
岩
国
線
及
び
県
道

岩
国
大
竹
線
の
整
備
事
業
は

＊
関
ヶ
浜
１
丁
目
地
区
の
下
水
・

雨
水
の
整
備
問
題

　

小
瀬
川
遊
歩
道
に
安
全
・
防
犯

面
を
考
え
防
犯
灯
の
設
置
を
検
討

で
き
な
い
か
︒︵
嘉
屋
委
員
︶

　

遊
歩
道
の
照
明
は
設
置
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
が
︑
河
川
管
理
者

の
許
可
も
必
要
で
︑
財
源
も
含
め
考
え
て

い
く
︒　

和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
︑﹁
ふ
れ
あ
い
工
房
ク

ロ
ー
バ
ー
﹂が
パ
ン
の
製
造
・
販
売
を
行
っ

て
い
る
︒
運
営
状
況
と
本
来
の
役
割
を
考

え
れ
ば
和
木
地
区
へ
の
移
転
も
必
要
で

は
︒︵
兼
本
委
員
︶

　
現
在
︑
障
が
い
者
2
名
と
支
援

員
2
名
が
運
営
し
︑
見
守
り
パ
ン

や
イ
ベ
ン
ト
時
や
社
協
で
の
定
期
販
売
を

行
って
い
る
︒
役
割
は
︑
障
が
い
者
の
日
中

の
居
場
所
づ
く
り
や
地
域
社
会
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
だ
が
︑
和
木
地
区
へ
の

移
転
は
考
え
て
い
な
い
︒

パン作りを行っているふれあい工房クローバー

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

民
生
建
設
常
任
委
員
会

委員会委員会
ナ　ウ
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議
会

だ
よ
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わ
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町
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町
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広
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任
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目
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a
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

猛
暑
、
残
暑
も
い
つ
の
日
か
過
ぎ
、

肌
寒
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。▼
今
年

度
は
、
和
木
町
制
施
行
50
周
年
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。▼
50
年
前
、
私
は

小
学
校
6
年
生
で
し
た
。
村
か
ら
町
に

変
わ
り
、
都
会
に
な
っ
た
な
あ
と
い
う

思
い
を
抱
く
と
共
に
、
住
所
の
書
き
間

違
い
に
苦
労
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま

す
。▼
さ
て
、
瀬
田
口
大
谷
線
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
の
引
換
え
工
事
、
役

場
庁
舎
へ
の
手
す
り
取
付
け
工
事
、
関

ケ
浜
１
丁
目
地
区
の
下
水
道
の
逆
流
防

止
工
事
。
こ
れ
ら
は
、
町
民
の
皆
様
が

議
員
に
届
け
て
下
さ
っ
た
要
望
を
、
議

会
か
ら
町
行
政
に
伝
え
、
叶
っ
た
事
業

で
す
。
特
に
関
ヶ
浜
の
下
水
道
問
題
は
、

長
年
悩
ま
れ
て
き
た
問
題
を
解
決
す
る

に
至
る
大
き
な
一
歩
で
し
た
。▼
町
民

の
皆
様
の
声
を
聴
き
、
行
政
に
届
け
る

こ
と
は
、議
員
の
大
き
な
使
命
で
あ
り
、

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、

議
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
和
木
地
区
も
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
明
本  

光
弘
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二    中村  充子
明本  光弘    三分一  淳

広 報 部

発行責任者

①勝敗に大きく影響する係なので、責任が
あり大変でした。
②初めての係活動でしたが、皆でまとまっ
てできたので良かったです。

下
水
道
の
緊
急
手
当
て
に
3600万

円
一
般
質
問

町
の
貯
金
が
17億

5900万
円
に

瀬
田
地
区
で
町
づ
く
り
懇
談
会

関
ヶ
浜
地
区
で
の
要
望
へ
回
答

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
だ
よ
り

2023. 11. １
第

133
号

君
た
ち
は

　
　
ど
う
渡
る
か

君
た
ち
は

　
　
ど
う
渡
る
か

中
学
校
体
育
祭

①担当して大変だったところは？
②全体的な感想は

中学校体育祭を終えて

冨岡  海有さん
　　　（記録係・３年生）

竹内  美仁依さん
　　　（執行部・３年生）

①判定の仕事は得点に繋がるので、日差しが強い
中、グラウンドに出ても、一つ一つのことに集
中しながら係をすることです。
②皆一生懸命にそれぞれの仕事をしていたので、
体育祭をとてもいい雰囲気にできたと思います。

①自分の動きだけを考えてしまうと全体の動きが分からな
いので、自分のことをしながら、全体のことも考えるの
が大変でした。
②練習中には大変なことが多かったですが、本番では、全
員で練習の成果を出すことができたのでとてもやりがい
がありました。

茶屋  穂乃香さん
　　　（応援団・３年生）
①何もない状態から演舞を考え、
全体をまとめることです。
②練習を重ねるにつれて演舞の
レベルが上がっていき、完成
度が高くなりました。

神田  千亜希さん
　　　（放送係・３年生）

①放送係には初心者もおり、機材の使い方を
教えたり、発音の仕方、話すスピードなど
のアドバイスを伝えたりしたことです。
②放送で体育祭を盛り上げることができて良
かったです。

齋藤  啓太さん
　　　（準備係・3年生）

①準備物の細かな配置場所を覚える
のが予想以上に大変でした。
②皆よくテキパキと動いてくれて素
早くできていたと思います。

桑原  仁さん
　　　（招集係・３年生）

①体育祭を予定通り進めるために、
次の競技に出る人を早く集めて静
かに待って貰うことです。
②早く集まってくれました。静かに
してくれるように呼びかけました。

齋藤  大介さん
　　　（会場係・3年生）
①皆で協力してテントを組み立て
たり、運んだりすることや、皆
をまとめることが大変でした。
②皆で建てたテントが使われてい
て達成感がありました。

灰岡  美咲さん
　　　（演技係・3年生）

12


	gikai_133go_01
	gikai_133go_02
	gikai_133go_03
	gikai_133go_04
	gikai_133go_05
	gikai_133go_06
	gikai_133go_07
	gikai_133go_08
	gikai_133go_09
	gikai_133go_10
	gikai_133go_11
	gikai_133go_12

